	 指 導 支 援 部 門
	 

	（県 名）


平　成　　　　年　度
優　秀　畜　産　表　彰　等　事　業
優 良 事 例 推 薦 調 査 書
参加事例：個　人・組　織（どちらかに○）
タイトル
	


　指導支援活動の内容を簡潔に記入。
推薦事例の概要
	 eq \o\ad(指導支援,　　　　　)
主体の区分
	 （農協営農指導、家畜診療業務、経営診断指導等を記述）


	（個人の場合）

eq \o\ad(\s\up 11(フリガナ),氏　名)

	

	（組織の場合）
eq \o(\s\up 11(フリガナ),組織等名称)
代表者氏名
	 

	（個人の場合）
生年月日
	 昭和・平成        年        月        日（　　　歳）

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)
	 〒


	電話番号

	


推薦者名
                   　　 審査委員会委員長         氏  名                     
（県名記入）
畜産会担当者
                   　　　　　 畜　産　会         氏  名                     
本事例を推薦する理由

審査委員会委員長　　　　　　　　　　　

	


１．指導支援活動の概要
まず、当該活動の概要を簡略に記述。

（活動の主体や体制等、対象とする経営（畜種等）、活動開始の動機や背景、成果等）
	


２．指導支援活動の内容
　これ以降は、活動内容の詳細を記述。

（１）指導支援活動の対象
対象地域、対象経営（畜種、規模、経営形態等）と戸数、地域における対象経営の位置付け等を記述。
	


（２）活動開始の目的と背景
活動開始の背景、目的、動機、畜産経営者等からの要請内容（問題点等）、当初の目標等を記述。
	


（３）活動の位置付け
当該活動が畜産振興という点において、どのような意義なり役割を果たしているのか。具体的に記述。
	


（４）活動の実施体制
当該活動にあたっての実施体制（指導支援の位置付け）、関係機関等との連携体制、組織関連図等を記述。
	


（５）具体的な支援指導活動の内容と成果
主にどのような課題を指導・支援したのか。また、取り組みに当たっての障害をどのようにして乗り越えたか。成果は何か。成果をあげ得たポイントは何か等を記述。
	


（６）活動の年次別推移
前項まで記述された内容について、当該活動の主な転機や取り組み事項、成果等を時系列で整理し簡略に記述。
	年　次
	指導支援活動の内容等
	成果・課題・問題点等

	
	
	


３．指導支援活動の波及効果の可能性
他地域等への波及拡大の可能性やそのための留意点等を記述。
	


４．今後の指導支援活動の方向・課題等
　　当該活動の今後の方向や課題、対象経営等からの要望等を記述。
	


５．指導支援活動の評価　

	　対象経営の評価
 関係機関の評価
  （機関名と評価内容を記述）



６．添 付 資 料
取り組みの内容や成果等を示す資料を出来る限り添付。
	　添付資料一覧



（補  足）
コンクールへの出品経験
過去５年間以内にコンクール等への出品経験がある場合については必須記入。
	コンクール名
	 eq \o\ad(開催年月,　　　　　　)
	主催者
	 eq \o\ad(受賞実績,　　　　　　)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


審　査　委　員　会　委　員　名　簿

	氏    名
	所　属・役　職

	 委員長
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